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児の栄養方法と母親の妊娠中及び出産後における

食物摂取との関係について(第3報)

一新生児の養育の改善に関する研究ー

1 研究目的及び研究方法

研究目的及び対象と方法については第1報"に於て詳

述した。

第1報では農村部と都市部について対象妊婦の家庭環

境，妊娠，分娩の経過，栄養のとり方等の実態を民較し

た。

第2報めでは同ー対象にFついて母乳栄養がどのような

条件下に於て，より多く行なわれるかを児の栄養法別に

考察した。

今回は妊娠中及び産後の食物摂取が乳児の栄養法に及

ぼす影響について，また，これを妊産授乳婦に対ずる栄

養指導の基準を改定するための参考にしたいと考えた。

O対象地区

農村部{群馬県 81例

l長野県 79 

都市部愛育病院 75 

。調査期間 〈昭和46年4月-47年8月

2 研究結果

1) 妊娠中及び産後の蛋自性食品の摂取量と児の栄養

法について

妊娠中に摂取した主要蛋白糠(牛乳，魚 肉，卵，豆

腐その他豆類〉の摂取量と児の栄養法は果して関係があ

るかどうかについて検討した。すなわち母親が妊娠中及
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び産後に於て一週間に摂取した蜜自性食品の量を記入し

てもらい3 その 1日最を算出して採点した。

採点法は第1表に示したようにp 略々蛋白質2gを1

点とするのを原則とし，計算の使をも考慮して牛乳200

./を 3点とt..，卵lSg，陶，魚10g，豆腐30gをそれぞ

れ1点とした。この点数で蛋白質摂取量を採点し，母乳

群，混合群，人工群の三群を比較評価した。

① 牛乳について

'牛乳は総合的な栄養食品で，妊婦の停乳飲用が栄養摂

取上犬きな位陸を占めているととは堀田氏らぬも報告し

ている。また牛乳が母乳の分泌に効果があることは古く

から伝えられてきたことであるが，本調査では次のよう

な結果を得た。

母乳，混合，人工の三群とも 3点(2000/)が35%と最

も%く，妊娠中，産後ともに大体同値を示している。

〈第2表〉

しかし3点以上のものは母乳，混合群では40%前後を

占めているのに対t..，人工群では25%前後で大巾に下廻

っていた。

更に対象地区別に三群を比較してみると，長野(主と

して農業地帯で，ー般農作物の他，果樹，花井の栽培も

盛んである}では3点のも悶が母乳"混合群の33-43%

に対t..，人王群では 10-20%とずい分低他を示してい

た。

また 3点未満のものは母乳群では前半29，<後半期17%
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第1衰主要蛋白性食品の点数

l 牛乳 (1伽 8一日点) 1 魚

me 点‘
1000 ・・ .......15 

900・・・H ・a・...........13.5

800・…・“・-…12

700 ・回目 ............10.5

600 ……・・・・ -… 9 

500…-…... 7.5 

400・ーー ー 6 

300..................... 4.5 

200・・・・ ー…... 3 

100 ・・・ー・ ・ー 1.5 

0......・a・............0 
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(10g-1点-)1 卵
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80( " )ーーー…… 8 

70( " )ーー 日 7
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40( " )ー ・・ 4

30( " )・H ・a・...........3 

20( " )...・............2 

10( " )….............. 1 

0 …ー............ 0 

ー

)
一
点

点
一

6

I
F
-

-
一
日

g

一
.

5
凶

1
-
e
 

(
-

-
g
 ω

 
85 …..... …・・ー 5.6 

80 ・・・ 5.3

75・...・ ・・・・・ 5 

70 ・4・・・ 4.6 

65・0・・ E ・・・......4.3 

60・・・・...........・・4 

55 ・・ 3.6 

50 …“ー……ー 3.3

45・・・ ・・ ....3 

40・…・…...2.6 

35・ e ー 2.3

30 ・・ 2 

25・… ー…・・・ 1.6 

20 ・1.3

15 ・…・…・ 1

10..・ ー・・・ 0.6

5・...・ 0.3

0 ・…・ ・・ 0

豆腐 (30g-1点〉

E 怠
180…・・ 0 ・ e ・0・・ 6

170 ・ 5.6

160 ・ ・・・・・ "'5.3
150・・ e ー ".5 

140・・ e …… ・"4.6
130・・ ..........4.3 

120・ ーー...・・ 4
110・.......ー "3.6

100 ・ー "3.3 
90・..........・ ..3

80 ・・・ 2.6 

70 “…“ ....2.3 
60・.....ー…......2

50 ・ e ・1.6

40・....................1.3 

30 ・ー・ υ ・.....1

20・・ ・0 ・'''0.6

10 ・ n ・ 0.3
0・・....・ ...・a・"0

豆類は豆腐に換算 豆類(g)x号土

第2衰 妊娠中及び産後における牛乳摂取量と児の栄養
法 (世話)

人工
点 数

妊娠中陣 妊娠中除後 妊娠中|産後

。 1 4.3 1 5. 1 110.6 1 9. 11 5.51 7.2 

9 116.7117.7114.8114.61お 5132.0 

3 - 138.3134.11ぉ 6136.61 35.11 35.0 

4 - 114.71 2.2113.71 7.1 111. 71 14.6 

6 - 117.8120.9119.1112.319.5110.0 

7 - 1 8.2120.01 6.0 120.31 2.71 1.2 

」古語 1(40咋43.1)1(39州39対(幻め1(25.8) 

に対し人工群では70，65%と明らかに母乳群が低かっ

た。(第3表)

愛育では6点，すなわち牛乳2本を摂取しているもの

が母乳，混合群では30-36%を占めて最も高率であるの

に対L.，人工群では3点のものが最も多く%を占め， 6 

点は僅かに前期6~ 2，.後期13.3掃と低値を示していた。

群馬では人工群が箸るしぐ少ないので除外した。(第

4表〉

②魚，肉について

魚と肉は同ーの点数すなわち10gを1点として評価し

た。その結果は第5表のようで母乳群が魚，肉を特にit
く摂取している傾向はなく，むしろ妊娠中では6点(小

1切〉以下のものが母乳群14%に対L.，人工群7%と母

乳群に多く， 10点 (1y，切)以上のものが母乳群64%に

対L.，人工群73%となって人工群のほうが多く摂取して

いる傾向がみられた。

また三群とも会期間を通して10-17点 (100-170g)

とっているものが最も多く妊娠中では混合，人工群が55

弾前後，母乳群では45%前後となっていた。

次に産後に於ては10-17点のものが三群ともに45-49

%の聞にあり，三群について著じるしい摂取量の差はみ

られなかった。

③卵について

卵は牛乳とともに総合的な栄養食品で妊娠中特に大切

な良質の蛋白質3 ビタミンA，B1' B2.鉄などの供給源

である。また相当に保存がきき，しかも手軽に使えるの

で妊娠中には特に霊宝な食品である。

児の栄護法別に母親の摂取量をみれば第6表のようで

3点(小1コ〉以上摂取するものが母乳群では%をやや

上廻~ ，人工群ではこれをやや下廻っていた。また卵を

全然とらないものは母乳群1.3%に対L.，人工群では5.2

%とやや商くなっており，全体的にみて卵の摂取は母乳
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第3褒 長野地区における妊娠中及び産後における牛乳の摂取量と児の栄養法 (%) 

母 事L 混 Aロ、 人 工
点数

姪前|妊後|授乳 妊前|妊後|授手L 妊前|妊後|授乳

。 。 。 。 。 。 15.0 

50.0 

お 3 1 41.7 1.. .10.0 1 20.0 10.0 

4 - 12.5 10.0 20.0 

。 。 5.0 

7 - 1 8.6117.1 1 4.1 1 o. 1 12，6 1 8.3| 。
第4表愛育における妊娠中及び産後における牛乳の摂取量と児の栄養法 (%) 

母 乳 混 dロ~ 人 ヱ
点数

姪前|妊後|授乳 姪前|姪後|授乳 妊前|妊後|授乳

。 。 4 4 4 。 6.7 

。 4 

26.7 

- 1 .23.5 1 1 . 12.0 1 ._ 20.0 1 8.7 

ぉo1 

第5表妊娠中及び産後における魚肉摂取量と児叩栄養
法 (%)

母 手L 混 d悶~ 人 エ
点数

妊娠中陣後妊娠中陣後妊娠中|産後

1- 31 1.714.1) 2.91 1.41 0 ¥ 2.3 

4 - 6112.41 7.4¥10.0 ¥ 7.1 

7 - 9121.5118.2¥14.3¥14.3¥ 20.5¥ 20.4 

10 - 17144.6145.5154.3148.61 56.8145.4 

18 - 119.8124.8118.6128.6115.91 20.5 

第6衰妊娠中及び産後における卵摂取量と児の栄養法

母 手L 混 dロ~ 人 工
点数

妊娠中陣後妊娠中陣後妊娠中|産後

。11.3¥1.61 1.5¥ 1.31 5.2¥ 0 

0-2 132.4125.0 145.6126.61 34.01 42.6 

3 ¥39.2¥46.9132.5¥岨 8136.6¥25.4 

4- |釘 1¥26.5¥20:4122.3124.2¥ 32.0 

。
Il.O 1 _ 48.0 1 。 6.7 

第7袈妊娠申及び産後における豆腐摂取量と児の栄養

法 (%)

母 事L 混 合 人 ヱ
点数

妊娠中陣後妊娠中件後

。 ¥ 7.81 u 1 3.6¥ 4.51 5.0¥ 3.3 

。'"1 112.4¥ 9.6114.8¥15.7¥ 叫乱
1""2 158.7159.81ω8-¥ 54. 5 1 45:0-¥ロ9877 

121.1122.7121.0 125.3144.6 

群が僅かに多い傾向のように見える。

産後における卵の摂取は3点以上が母手間半73.4%に対

l.-，人工群57.4%と16%も母乳群が上廻っており，混合

群はモの中間で62.5%となっていた。

③豆腐について

豆類及び豆腐については妊娠中及び産後ともに母乳群

より人工群に摂取量が多い傾向であった。すなわち3点

(約%丁)以上摂取しているものは人工瀞では45%を占

めているのに対l.-，母乳，混合群では21%と半分にも足

Pなかった。(第7表)

産後では1点未満のものが母乳18.8%と人工群の約$
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主要蛋白 源 の 摂 取 総 点 数

母 事L 混 合 人 ヱ
点数

前|妊 後|授 前|妊 後|授 前|姪 一後|授妊 乳 挺 乳 妊 手L

% F国 % % 9活 % % % % 

o - 1.7 。 。 1.4 。 。 。 。 2.3 

5 - 0.8 1.7 。 2.9 。 。 。 。 。
7 - 0.8 。 1.7 。 1.4 。 。 。 2目3

A 9 - 9.1 36.4 5.8 28.9 I 4.1 24.8 4.3 31.4 4.3 24.3 2.9 21.4 4.7 25.6 。18，3 2.3 22.9 

11 - 6.6 4.1 4目 1 7.1 8.6 5. 7 7.0 4.6 9.1 

13 - 5.8 9.9 6.6 4.3 7.1 7.1 9.1 2.3 

15 - 11. 6 7目4 8目3 11. 4 2.9 5.7 11.6 4.6 4.6 

17 - 10.7 10.7 7.4 8.6 11. 4 11.4 14.0 13.6 11. 3 

19 - 9.9 9.1 8.3 12.9 8.6 5.7 11. 6 9.1 11. 3 

21 - 5.0 6.6 42.9 11. 6 11.4 12.9 10.0 7.0 53.6 13.6 11.3 63.4 
A 1 44.6 14 45.8 4.3 52.9 7.1 54.3 7.1 51.4 259.1 

23 - 4. 6.6 11. 6 .3 18目2

25 - 5.8 6.6 6.6 8.6 10.1 8.6 4. 7 18.2 11. 3 

27 - 9.1 3.3 4.5 7.1 4.3 8.6 4.7 2.3 。
29 - 1.7 7.4 5.8 5.7 5.6 4.3 4.7 9.1 4.6 

31 - 4.1 5.8 6.6 1.4 2.9 2.9 4. 7 2.3 2.3 

33 - 2目5 4.4 1.7 I ~.~ 2.9 5.7 2.3 6.8 4.6 

35 - 0.8 7.4 5.0 2.9 1.4 7.2 。 。 。
37 - 4.1 。 。 2.9 2.9 2.9 2.3 2.3 。
39 - 1.7 0.8 。 。 。 。 2.3 。 。

+ 41 - 2.5 19.0 。28.2 2.5 29.4 。15.8 1.4 21.4 1.4 27.2 2.3 20.9 2.3 22.8 。13.8 

A 
43 - 0.8 0.8 2.5 。 2.9 。 。 。 。
45 - 0.8 0.8 0.8 。 。 。 2.3 。 。
47 - 。 。 0.8 。 。 1.4 。 。 2.3 

49 - 。 。 。 。 1.4 。 。 。 。
50 - 。 0.8 3. 7 。 。 1.4 。 。 。

第8褒

E 
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倍を示しているのに対l.-， 3点以上は22.7%で，人工群

44.7%の%程度で妊娠中間様，母乳苦手の摂取量が少なか

..，た。

⑤主要蛋白源の総摂取量と児の栄養法

牛乳，魚と肉類，卵，豆腐及豆類以上4種類の主要蛋

自源の摂取点数を合計すれば第8表のようになる。

姪娠中にはー体どの位の蛋白質量を摂取するのが望ま

むいか，飯島らのは蛋白質摂取量が 70-100gの妊婦の

場合は以下の場合より児の出生体重が大きいが， 110g 

以上になると出生体重はむしろ 70-1l0gの場合より劣

ることを観察し，蛋白質が多ければ多い程よいとは去え

ないと Lている。また沢崎らぬはN出納の安定した代謝

状態のみられる部准は，非妊時では 1日の蛋白質摂取量

が55-95gの闘で，妊婦(姪娠後半期)では 75-105g

，( 1日平均N蓄積霊2.3g)のととるにあるとしている。

妊婦の栄養所要量は妊娠前半期70g，後半期80gなの

で，一応蜜由貿適量を 70-105gの範囲内とし，その%

を主要蛋白源からとることが望ましいのでばなかろうか

止考えた。

そこで主要蛋白質摂取点数17-28点のものを適量とし

てA，29点以上のものをA勺 16点以下のものをAーとし

第 9費 調理法問j野菜類の使用回数(%)

母 手L

1 2 3 

回。 12.6 14.9 10.8 
ア 0.1 - 0.9 4.2 1.7 2.5 、

1 13.4 15.7 11. 7 
演 2 13.4 12.4 7.5 

3 - 56.4 55.3 67.5 
物

て三群を比較してみた。

Af.ζ属するものは，妊娠中及び，産後ともに人工群に

多く， Aーに属するものは人工群が少なく，母乳群は人

工，混合にくらべて比較的A が多い傾向がうかがえる。

A叶立妊娠前半期には三群の間に， あまP差はみられ

ないがy 後半及び震後は母乳群の点数がやや高くなって

いる傾向がある。

2) 妊娠中における野菜類の使用回数について

現調査においては野菜類の使用量の記入まで求めるこ

とは困難なので，②演物，@煮物，汁物，"@生，と調理

法別に三つに分けで妊婦の 1週間またはI自の使用回数

を質問した。

集計に当ってはすべて1自の平均値を算出Lて計算し

た。

毎食野菜を摂取Lているもρは②@@:とも母乳群に多

く， 1自に 3回以上摂取して恥るものがそれぞれ56.3，

42.9， 8.2%で人工群は32.6， 23. 3， 4. 7%:であった。野

菜類は煮物，汁物として摂取することが多かョた。(第

9表)

3) 指導基準の食構成に対する充足率について

栄養所要量をみたすための 1自の食品群別摂取量の目

混 A ロ 人 ヱ
1 2 3 1 2 s 

4.3 8.6 7.1 9目3 18.2 14.3 

5.7 7.1 7.1 。 。 I 0 

27.1 25.7 15.7 32.6 15.9 23.8 

18.6 15.7 11. 4 25.5 9..1 9.5 

44.3 42.9 58.7 32.6 56.8 52.4 

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100目。

イ
。

5.9 7 5 
5.0 7.6 2.9 4.3 7.1 4..7 。 。

0.1 - 0.9 
263 •. 

9.9 8.4 4.3 7.1 5.7 2.3 I 4.5 16.7 
煮 2 19.0 19.3 22.8 24.3 22.9 32.6 36.4 35.7 

物 2 21.0 10.7， 7.6 30.0 25.7 17.1 37.1 20.5 11. 9 . 
40.0 23.3 38.6 

汁 3 - 42.9 55.4 57目1 38.6 47.2 35.7 

物
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100目。 100.0 100.0 100.0 100.0 

ノ、 。 1.7 1.7 7.8 。 2.9 2.9 。 。 9.5 
、

0.1 - 0.9 42. 1 50.4 35.3 41.4 44.3 44.3 34.9 38，6 35.7 

1 35.5 32.2 37.1 32.9 35.7 41. 4 48.8 50.0、 38.1 

2 12.4 10.7 12.9 21.4 14.3 10.0 11;6 6.8 11. 9. 
生

3 - 8.3 5.0 6.9 4.3 2.9 1.4 4.7 4.6 4.8 

計 100.0 100.0 100.。 100.0 100.0 100.0 100.0 100.。 100.0 
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第10表食構成の充足率(%)

充
母 手L 混 d口>. 人 エ足 率

妊前|妊後|授乳 妊前|授後|授乳 妊前|妊後

(食構成基準)1 4∞mel 500 600 
牛

o 15.513.2 5.1 12.1 9.1 7.7 15.2 6.3 
1 - 39 12.1 16.0 43.6 16.7 10.0 32.0 27.1 32.1 

40 - 59 43.0 44.0 7.4 36.7 41. 8 30.8 40.6 37.9 
60 - 79 12.8 7.1 21. 9 9.8 5.4 3.3 11.3 5.4 
80 - 99 2.0 22.3 4.2 。 26.9 6.9 。 16.7 
100 - 149 19.8 7.4 5.4 

乳 150 - 199 5.8 f 17.8 4.H24.7 1. 3f 19目 32.H 5.8 o f 1. 6 
200 - 。 。 。 。 。 5.4 。 。

(食構成基準t120 gl 130 130 
魚 o 1 0.8 1 0 。 。 。 1.4 。 。

1 - 39 10. 7 9.1 9.1 10.0 8.6 5.8 4.7 9.1 
40 - 59 14.9 14.1 7.4 14.3 5.7 8.6 11. 6 13.6 
60 - 79 21. 5 14.1 9.9 12.9 25.7 14.3 14.0 6.8 
80 - 99 11. 6 17目 3 13.2 12.9 14.3 17.1 20.9 20.5 
100 - 149 34.9 

肉 150 - 199 9.9 f40.5 16.5 f45.4 13.2 f60.4 14.3 f 50. 0 8.6 f45.8 15.7 f 52.8 11. 4 f50. 0 
200 - 8.3 4.1 11. 6 5. 7 4.3 1.4 7.0 2.2 

(食構成選準)1 50 5日

。 2.9 。 0.6 3.0 。 1.3 2.1 。
1 - 39 4.8 2.2 2.2 5.9 2.8 4.6 9.8 3.3 

40 - 59 8.6 10.9 14.4 18.7 10.3 8. 7 15.6 1.7 
卵 60 - 79 22.2 15.1 9.3 16.2 24.3 10.5 10.4 22.9 

80 - 99 4.2 7.7 4.4 2目 9 2.7 5.9 。 。
100 - 149 38.3 

150 - 199 3.6f64.1 4.9f69.1 1.6 f53.3 o f59.9 2.7f 62.1 o f62.1 1.7f 72. 3 
200 - 17.4 7.8 11. 8 8.2 11. 2 15.2 11. 2 12.1 

(食構成基準)1 25 25 
豆 。 6目 9 7.4 7.7 1.4 4.3 4.5 8.3 8.3 
及 1 - 39 49目 6 40.2 33.6 51. 8 46.0 50.1 28.3 28.3 
び 40 - 59 3. 7 8.1 8.9 6.0 7.2 2.9 9.6 9.6 

豆
60 - 79 20目 8 24.9 27.8 20.2 22.5 17.3 26.7 26.7 
80 - 99 1.0 2.9 16.4 4.4 4.3 1.5 1.7 1.7 

製 100 - 149 13.9 20.7 

品 150 - 190 2.3 f18.0 o f 5.6 5.8 f 16目 2o f15.7 o f25.4 o f25.4 
200 - 3.0 1.9 3.6 1.6 1.4 1.5 3.3 3.3 

安を食構成(食品構成p 食糧構成ともいう。〉といいp いられているので，主要蛋白源について武藤案によって

現在日本で発表されている食構成には国立栄養研究所手 比較してみた。

塚氏らによるものと，日本総合愛育研究所武藤案による 牛乳，魚，肉，卵，豆及び豆製品の食構成基準に対す

ものとがある。武藤案では発育期及び妊娠授乳期を対象 る充足率についてみれば第10衰のようになる。

!1:策定されておれかつわれわれの指導基準としても用 牛乳では，妊娠中は各群とも充足率50%前後が最も多

- 96ー



内藤他:児の栄養方法と母親の妊娠中及び出産後巳おける食物摂取との関係について

く， 40%前後を占め，充足が 100%以上は母乳，混合群

:25%，人工群は 6%であった。また，母乳，混合群では

ィ妊娠前期より後期の充足率が惑くなっているのは，食構

J成基準が前期400.(，後期500.(と100.(多くなっている

のに対!..-，対象妊婦の飲用量はさほど増量していないた

dめである。

魚肉では混合，人工群は妊娠中では100-149%の充足

率のものが最も多く， 30-36%を占めていたが，母乳群

では239思前後でやや低かった。

また母乳群では妊娠前半，後半，授乳期と経過がすす

目むに従って摂取量も多くなっているが，他の群ではその

変化が目立っていない。人工群は母乳の分泌はないので

t授乳期は除外した。

卵の充足率については，各群とも100-149必のものが

最も多く，約半数を占めていた。充足率59%以下につい

てみれば，母乳群の妊娠前期が少なく 16.3%，混合，人

工群はこれより 10%程度上廻って略同率であった。

豆，豆製品tζついては 100-149%のものが前期は母

乳13%，人工 8%，後期では母乳・混合群14%前後，人

工22%となって充足率は極めて低い。

全般的にみて，主要蛋白糠の食構成基準応対する充足

率は比較的少なく，卵53-72%を最高に魚肉40-50%と

なっており，牛乳の 7-25%，豆碍及豆類17-25%で極

第11表栄養摂取 量

母
;所 要 霊

妊前|姪後|産後

農村 前 2150 三E 群馬 2118 2286 2281 

後 2350 ネ
長野 2282 2310 2644 

Jギレ (1876) (2466) 

都市 前 1950 愛育 2026 2019 2358 

後 2150 (Cat) 平均 I 2142 2142 2428 
， ミ

蛋 群馬 73.1 77.5 79.2 
前 70

長野
〈8623.01) 

85.0 89.2 
、後 80 自 (82.0) 

6 授 85
質 愛育 82目4 84.7 99.3 

(g) 平均 79.2 82.4 89.2 

前 (;;M7 目旨 群馬 48.9 55.9 49.5 

-65 長野 58.3 
{35575 0) 

60.0 
(29.5) 

肪 愛育 74.9 73.3 87.8 
後

.8-71.9 (g) 平均 60. 7 61. 6 62.4 

l 前 1000 カ 群馬 663 650 617 

めて低ない。

これは1週間単位の記録なので，記録もれが考えられ

ること，農村では蛋白源も主食h の依存度がまだかなり

高いことも考えられるが，更に精密な食品の摂取量調査

をまたなければならないと思われる。

4) 栄養摂取量について

1回自の調査は妊娠5-6カ月に， 2回目は妊娠8カ

月前後に， 3岡田は産後1カ月の閑にふだんの日の食事

を1日づっ記録して貰った。

摂取した食品の目安量から，われわれがZ数を換算し

日本線準食品成分表によ。て摂取栄養量を算出した。各

期とも僅かに 1日分の食事なので，とれをもって対象妊

娠の栄養摂取状況を評価することは，経卒のそしりをま

ぬかれないが，妊婦の栄養摂取量と児の栄養法との関係

を知るための1つの資料と Lてここに掲出する。

摂取した栄養量は第11表のようである。エネルギー，

lIi'白質，脂肪について妊娠中に於ては必要な栄養量が大

体摂取されていたが， Caは各群とも所要量の%程度が

みたされているにすぎなかった。そしτ母乳群と人工群

の聞に馨るしい差異はみられなかった。

次に主なる栄養紫別にみてみよう。

① エネルギーについて

エネルギー摂取量を三群{，分ち，かっ各地区別に算出

( )内は昭和36'-38年の調査成績

姪前!日|産後ト

混

妊前|妊後|産後

2356 2302 2275 2532 2205 2277 

2137 2245 2432 
(1193852 3〉

2262 2055 
(1703) (1909) (2006) 

2150 2221 2222 2065 2016 2051 

2214 2256 2310 2193 .2161 2182 

79.9 84.7 78.8 91.8 70.2 80.1 

76.8 83.3 81. 7 
(4667-2 4) 

83.5 75.6 
(51.1) (55.8) (64.0) 

79.9 88.4 85.7 86.5 79.5 82.2 

78.9 85.5 82.1 81. 8 77.7 79.3 

55.9 58.6 51.3 55.7 47.8 50.8 

50.9 55.6 58.3 (4 543 〈2550.22〉
52.4 

(24.7) (20.5) 0.3) 

76.8 83.5 76.2 73.9 67.6 66.0 

61.2 65.9 61. 9 61.3 56.9 56.4 

659 717 770 716 741 

Jレ 長野
(759575 ) (67921 3) 

788 
(73236 4〉

720 
75279 1 

(46210 6) 
702 604 

後 1000 シ (339) (433) 

l 授
ウ

愛育 777 745 909 695 800 787 613 614 605 1100 ム

t (mg) 平均 745 695 771 693 746 696 668 677 650 
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すると第11表のようである。長野ではp 母乳，混合群と

もに摂取エネルギーは妊娠前半期，妊娠後半期，産後と

増加しているが，群馬，愛育では3群ともジグザグコー

スで，妊娠の進行とともに増加していない。しかLこれ

は任意の自の1日についての調査なので，あるいは当然

のことかも知れない。

次に所要量に対する充足率をみると第12表のようで

〈労作強度は農村婦人は「普通」即ち所要量2000Cal，

都市婦人は「やや軽い」即ち 1800Calとした。) 3群と

も90%以上はみたされておp，栄養法別にみて特に母乳

群が多く摂取しているという結果はみられなかった。

昭和36"..38年に長野県の同じ地区に於て妊娠授乳婦の

栄養調査を実施しているので，当時の栄養摂取量と今回

のものとを比較してみると第13衰のようである。

第12表妊婦の栄養所要量との比較

母 混 人

姪前|妊後 妊前l姪後 鮒 | 妊 後

コ己
群馬 98.5 宮7.3109.6 98.0 ヰ

Jレ 長野 106.1 98.3 99.4 95.5 92.21 96.3 
ギ 愛育 103.9 93.9 110.3 103.3 105.91 93.8 

蛋 群馬 104.3 96.9 114.1 105.9 131.1 87.8 

白 長野 117.4 106目 3109'7 104.8 96.0 104.4 

質 愛育 117.1 105.0 112.7 110.5 123.6 99.4 

※ 群馬 20.8 22.0 21. 3 22.9 20.8 19.5 
脂 長野 23.0 21.6 21.4 22.3 24.7 22.0 

肪 愛育 33.0 32. 町 32.1 33.9 32..3 30.2 

カ 群馬 66.3 65.0 65.9 71. 7 77.0 71.6 
Jレ

I 79.6 シ 長野 69.1 72.6 72.0 62.0 70.2 

ムウ 愛育 77.7 74.5 69.5 80.0 61. 3 61. 4 

※脂肪のみは摂取エネルギーに対する比率

第13表 昭和36年度及び46年度調査の栄養摂取量増加率

(長野県受泊地区め栄養摂取量の上昇率)

|姪前期|姪後期

エネルギー I 30 弾I2 %1 
I蛋白質 I 41 I 25 
脂肪 I 73 I 114 

カルシウム I 63 I 41 

妊娠前後期のエネルギー摂取量については， 3群とも

本調査が安4なってhる。

なお授乳期については調査日における分娩後の経過日

数に両者の聞に聞きがあるので，比較出来なかった。

②蛋白質について

E丑~:軍慰l\)(は母Jl群では 3地区とも妊娠前，後期，産

後と調査の回を霊ねるにしたがって増量していたが，混

合，人工群では必らずしも増していない。

また蛋由貿の充足率は殆んどが 100%を上廻っておりI

人工群では131%にも達していたものもみられた。

長野県のみについて前回の調査成紙とくらべるといず

れの時期も大巾に上廻っておp，日本の最近10年間の高

度経済成長による食生活の豊かさがうかがえる。

③脂肪について

脂肪についての所要量はまだ決められていないがp今

回の所要量委員会では日本人の脂肪の適量を摂取エネル

ギーの20-30%としている。これにてらしてみると愛育

における摂取量がこの上限より 3-7%程度上廻ってい

る他はすべて適量範囲内に収まっている。

① Caについて

Caは所要量の60-80%がみたされているのにすぎな

かった。 Ca摂取量は牛乳の欽周と併行しており，平均

値では母乳群は人工群より多しまた地区別では群馬が

やや少ない。しかし長野の前回の調査に比較して50-7()'

%程度は摂取量が増加している。

3 要約及び結論

1) 妊娠中及び産後の蛋自性食品の摂取量と児の栄養

法とは果しで関係があるかどうかについてみた処p 次の

ような結果を得た。

①児の栄養法が母乳群の場合は人工群よりも牛乳P

摂取量が多し 200.1以上飲用しているものは母乳，混

合群409出前後に対¥.-，人工群は25銭前後と大巾に下廻予

ていた。

またこれを長野，愛育と地区別にみても同様の傾向を

示した。

②魚と肉については6点以下(小1切)のものが母

乳群にやや多く}， 10点(l!!，切)以上のものが人工群に

やや多くなっていた。

また三群とも10-17点 (1!!，-2!!，切)のものが最も多

く母乳群は弘をやや下廻れ混合，人工群はやや上廻っ

ていたので，全体的に母乳群の摂取量が人工群にくらべ

てやや少い傾向がうかがわれる。

③ 卵について

卵を 1個以上摂取しているものは母乳群では%をやや

上廻れ人工群ではこれをやや下廻っている。また産後

に於ては 1個以上を母乳群は%強，人工群は%強のもp

が摂取しており，母乳，混合，人工群の順に多くとって

いる。

③ 豆腐，豆類について

妊娠中産後ともに母乳群の摂取が少なし人工群が多

く摂取している傾向がうかがえた。
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すなわち 1日平均l>T以上摂取しているものは母乳群

は姪娠中21%，産後22.7%に対し人工群はその2倍以上

になっていた。

以上総合すれば，牛乳の摂取量は母乳群に多く，豆脅

類I主人工群に多い傾向がみられたが，全体として主要蛋

白源の総摂取量では著るじい差異はみられなかった。

2) 児の栄養法と野菜類の摂取について

野菜類を調理法別に②演物，iJ)煮物，汁物@生と 3つ

に分けて比較してみると何れの場合でも毎食野菜を摂取

しているものは母乳群に多く，特に煮物，汁物に使用し

ていることが多かった。

3) 主要蛋白質食品の指導基準食構成に対する充足率

主要蛋白源の指導基準に対する充足率をみると，牛乳，

魚肉，卵，豆碍及び豆類のいずれも大巾に下廻ってお

り，その充足率は牛乳7-25，魚，肉40-50，卵53-72，

豆腐及び豆類17-25%となっていた。

4) 栄養摂取量について

妊娠前期 (5-6カ月)後期(8カ月前後)，産後1カ

月迄の各期に於て占、だんの 1日分の食事調査を行なっ

た。エネルギー，蛋白質，脂肪については殆んどが所要

最をみたしていたがCaは所要量の%程度にすぎなかっ

た。

また長野県更埴市について昭和36-38停の妊産授乳婦

の栄養調査と比較すれば" 4栄養紫とも大巾に増加して

おり，農村における食事の質の向上が目立っていた。

以上の結果によって

1. 妊娠中にヰ乳の摂取が母乳群に多いことから，ヰ

乳は母乳栄養の確立に効果ある食品と考えてよいと思わ
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れる。

2. 蛋由貿の必要量がみたされている場合には，蛋白

質の量の多少よ Pピタミン，無機質源であるやさい類を

毎食併用すること，すなわち栄養のバランスが母乳栄養

の確立には必要であることを改めて考えさせられた。

3 昭和36-37年度の更埴市の姪婦栄養摂取量と比較

して，食生活の向上が目立っているが，それでも，全体

としては食構成基準量に逮していない。

更に対象地区の協力を得て，調査方法を検討改普して

正確な資料を得るようにしてゆきたい。

本研究に御協力いただいた中之条保健所長後藤敬子殿

はじめ，保健婦長荒井さだ殿，管内保健婦の方々，更埴

市保健婦長中村コスイ殿始め市保健婦の皆様に厚く御礼

申上げます。
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